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６
月号

川
崎
協
同
病
院

（
川
崎
区
桜
本
）

　

１
９
５
６
年
１
月
に
四
ツ
角

診
療
所
（
川
崎
区
大
島
）
が
開

設
さ
れ
、
所
長
に
竹
内
貞
助
、

看
護
師
に
石
井
愛
子
、
事
務
に

金
谷
芳
恵
、
田
代
勇
の
計
４
人

が
就
任
し
ま
し
た
。
１
９
６
５

年
12
月
に
は
、
地
域
住
民
や
利

用
者
の
要
求
に
応
え
四
ツ
角
病

院
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
６
３

年
７
月
「
川
崎
市
勤
労
者
医
療

生
活
協
同
組
合
」
が
創
立
（
翌

64
年
５
月
「
川
崎
医
療
生
活
協

同
組
合
」
に
名
称
変
更
）
さ
れ

る
と
、
１
９
７
３
年
に
「
セ
ン

タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
新
病

院
建
設
の
構
想
」
が
川
崎
医
療

生
協
の
総
代
会
で
提
起
さ
れ
、

１
９
７
６
年
６
月
に
建
設
費
13

億
円
を
か
け
て
、
現
在
の
場
所

に
当
時
ボ
ー
リ
ン
グ
場
だ
っ
た

建
物
を
改
修
し
川
崎
協
同
病
院

が
開
設
（
１
５
６
床　

医
療
ス

タ
ッ
フ
２
３
４
人
）
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
四
ツ
角
病
院

は
生
協
本
部
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
同
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
川
崎
市
内
の
全
銀
行
に
融

資
を
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
担

保
不
足
を
理
由
に
断
ら
れ
た
た

め
、
組
合
員
や
地
域
住
民
に
出

資
金
と
組
合
員
債
を
呼
び
か
け

８
億
５
９
０
０
万
円
を
集
め
ま

し
た
。
こ
の
時
、
地
域
住
民
、

中
で
も
在
日
朝
鮮
の
人
た
ち
の

大
き
な
力
添
え
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
の
新
聞
に
は
「
み
ん

な
の
病
院
が
で
き
た
」「
公
害

病
に
空
気
清
浄
室
」
な
ど
と
大

き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
か
ら
増
改
築
を

す
す
め
、
92
年
４
月
に
第
一
期

棟
が
完
成
、
93
年
３
月
に
第
２

青い空

絵
手
紙

日
吉
支
部　

髙
橋
恵
子

　
「
長
谷
川
式
ス

ケ
ー
ル
」。
こ
の

言
葉
を
初
め
て
聞

い
た
の
は
30
年
以

上
前
で
し
た
。
父

の
認
知
症
と
つ
き
あ
っ
て
十

年
余
り
、
結
局
は
父
の
行
動

が
理
解
で
き
な
い
時
な
ど
が

あ
り
、
心
残
り
で
し
た
▼
先

日
、
認
知
症
の
第
一
人
者
で

認
知
機
能
低
下
の
簡
易
判
断

に
利
用
す
る
「
長
谷
川
式
ス

ケ
ー
ル
」
の
開
発
者
、
長
谷

川
和
夫
先
生
が
３
年
ほ
ど
前

に
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
公

言
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。「
ボ
ク
は
や
っ
と
認
知

症
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
」（
角

川
書
店
）
の
中
で
、
な
ぜ
公

言
し
た
か
の
理
由
を
「
長
年

認
知
症
を
専
門
に
研
究
し
て

き
た
私
で
も
認
知
症
に
な
る

こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
認
知
症
が
特

別
な
病
気
で
は
な
い
こ
と
を

伝
え
た
い
。
認
知
症
は
暮
ら

し
の
障
害
で
す
。
暮
ら
し
は

周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
方
に

よ
っ
て
、
い
く
ら
で
も
改
善

で
き
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ

た
の
は
不
便
な
こ
と
で
す
が

不
幸
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
▼

認
知
症
で
も
生
き
て
き
た
経

験
や
人
格
は
変
ら
な
い
の
で

す
。
認
知
症
だ
か
ら
、「
何

を
言
っ
て
も
理
解
し
て
い
な

い
、
適
当
に
ご
ま
か
せ
ば
い

い
」
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か

ら
話
し
か
け
た
言
葉
は
聞
こ

え
て
い
る
し
、
感
じ
て
い
る

の
で
す
。「
普
通
に
接
し
て

ほ
し
い
」
だ
け
な
の
で
す
。

編
集
委
員　

須
佐
美
智
子

　

１
９
５
１
年
３
月
に
川
崎
医
療
生
協
の
始
ま
り
で
あ
る
大
師
診

療
所
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
70
年
が
た
ち
ま
し
た
。
４
人
で
ス

タ
ー
ト
し
た
職
員
は
今
や
１
０
０
０
人
を
超
え
、
川
崎
協
同
病
院

を
は
じ
め
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
８
つ
の
医
療
機
関
を

は
じ
め
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
１
ヵ
所
）、
16
の
介
護
事
業
所
、
院

内
保
育
所
を
持
つ
法
人
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
所
の
成
り
立

ち
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の
要
求
を
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て
き
た
川
崎
医
療
生
協
の
歴
史

を
紹
介
し
ま
す
。

大
師
診
療
所（川

崎
区
大
師
町
）

　

１
９
４
０
年
代
後
半
か
ら
始

ま
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
指
令
に
よ

る
、
日
本
共
産
党
員
や
そ
の
支

持
者
な
ど
を
職
場
か
ら
排
除
す

る
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
（
以
下
パ

ー
ジ
）。
川
崎
医
療
生
協
初
代

理
事
長
の
岡
田
久
医
師
も
東

京
・
清
瀬
の
結
核
予
防
会
結
核

研
究
所
で
パ
ー
ジ
を
受
け
た
一

人
で
し
た
。
そ
の
岡
田
医
師
と

池
貝
自
動
車
（
現
在
小
松
製
作

所
）
で
パ
ー
ジ
を
受
け
た
馬
場

三
郎
や
、
同
じ
く
結
核
予
防
会

で
パ
ー
ジ
を
受
け
た
看
護
師
２

人
の
計
４
人
で
、「
自
分
た
ち

の
手
で
働
く
者
の
病
院
を
つ
く

期
棟
が
完
成
、
94
年
５
月
に
は

新
し
い
川
崎
協
同
病
院
が
完
成

し
ま
し
た
。

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所

（
幸
区
古
市
場
）

　

１
９
５
１
年
９
月
に
東
京
大

学
の
学
生
や
医
師
な
ど
の
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
活
動
の
メ
ン
バ
ー

と
、
日
本
鋼
管
（
現
在
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
）
を
パ
ー
ジ

さ
れ
た
労
働
者
が
中
心
と
な

り
、
東
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療

所
が
幸
区
古
市
場
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
初
代
所
長
は
下
出
智

子
医
師
で
す
。
絵
本
作
家
の
か

こ
さ
と
し
氏
も
こ
の
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
活
動
（
※
）
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
７
月

ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
岡
田
医

師
と
同
様
に
差
別
を
受
け
て
苦

し
ん
で
い
た
人
々
が
、
自
分
た

ち
の
退
職
金
を
集
め
て
１
９
５

１
年
３
月
に
大
師
診
療
所
が
開

設
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
大
師
診
療
所
の
活
動

の
中
心
は
、
企
業
の
社
宅
や
寮

に
出
か
け
て
の
集
団
健
康
診
断

や
、
土
蔵
や
バ
ラ
ッ
ク
暮
ら
し

の
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
訪
ね

て
の
、
病
気
の
早
期
発
見
と
予

防
活
動
で
し
た
。
１
９
６
８
年

２
月
に
は
大
師
病
院
と
な
り
ま

し
た
が
、
１
９
９
４
年
５
月
に

は
協
同
病
院
に
入
院
ベ
ッ
ト
を

統
合
し
て
、
再
び
大
師
診
療
所

（
無
床
）
と
な
り
、
翌
年
10
月

に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

私たちの病院・診療所をつくりたい

に
川
崎
医
療
生
協

に
合
流
し
、
１
９

８
６
年
３
月
に
、

現
在
の
場
所
に
移

転
、
新
築
さ
れ
ま

し
た
。

　

※
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
活
動
：
定
住
・

福
祉
事
業
を
意
味

し
、
イ
ギ
リ
ス
の

産
業
革
命
の
時
期

に
始
ま
り
、
日
本

で
は
関
東
大
震
災

の
時
に
全
国
に
広

が
っ
た
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

患者を診る、初代理事長岡田久医師

ボーリング場を改築して建てた協同病院

２
面
へ
つ
づ
く

協同病院へと発展していく　　　
川崎区大島にあった四ツ角診療所

70年思いを実現して 川崎医療生協
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入居者募集中

久
地
診
療
所

 

（
高
津
区
久
地
）

　

１
９
６
９
年
か
ら
、
小
児
マ

ヒ
か
ら
子
ど
も
を
守
る
運
動
の

経
験
を
持
つ
宿
河
原
の
組
合
員

が
中
心
と
な
っ
て
「
北
部
に
も

民
主
診
療
所
を
」
の
声
が
上
が

り
、
建
設
の
た
め
に
地
域
で
の

活
動
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
１
９
７
１
年
７
月
に
川

崎
医
療
生
協
で
は
初
め
て
川
崎

市
北
部
に
開
設
さ
れ
た
の
が
久

地
診
療
所
で
す
。
初
代
所
長
は

野
末
悦
子
医
師
。
１
９
８
２
年

10
月
に
は
久
地
病
院
（
29
床
）

と
な
り
ま
し
た
が
、
１
９
９
２

年
７
月
に
再
び
久
地
診
療
所

（
19
床
）
と
な
り
ま
し
た
。
２

０
０
０
年
３
月
に
は
介
護
老
人

保
健
施
設
「
樹
の
丘
」
が
建
設

さ
れ
た
の
と
同
時
に
移
転
、
新

築
さ
れ
ま
し
た
。

坂
戸
診
療
所

 

（
高
津
区
坂
戸
）

　

１
９
５
４
年
、
現
在
の
坂
戸

診
療
所
が
あ
る
場
所
に
は
、
佐

羽
達
也
医
師
が
設
立
し
た
高
津

診
療
所
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
羽

医
師
は
地
域
住
民
の
要
求
に
応

え
、
休
日
診
療
所
の
設
置
や
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
、
風
疹
予

防
、
川
崎
市
北
部
病
院
建
設
運

動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
し

た
。
佐
羽
医
師
は
１
９
８
７
年

に
診
療
所
を
閉
め
ま
し
た
が
、

佐
羽
医
師
の
意
思
を
つ
ぎ
、
川

崎
医
療
生
協
が
高
津
診
療
所
に

代
わ
る
診
療
所
を
つ
く
ろ
う

と
、
翌
年
か
ら
建
設
運
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
３
ヵ
月
で
１
０

０
人
の
組
合
員
を
増
や
す
な
ど

し
、
１
９
８
９
年
４
月
に
坂
戸

診
療
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
所
長
は
関
川
泰
隆
医
師

で
、
開
設
初
日
は
職
員
３
人
と

患
者
13
人
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

あ
さ
お
診
療
所

 

（
麻
生
区
上
麻
生
）

　

１
９
９
４
年
に
組
合
員
と
職

員
の
建
設
委
員
会
が
発
足
。
１

９
９
５
年
に
コ
ー
プ
上
麻
生
店

の
一
角
を
借
り
て
建
設
準
備
室

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員

と
職
員
が
ど
ん
な
診
療
所
を
つ

く
る
か
話
し
合
い
、
夜
遅
く
ま

で
地
域
を
歩
き
回
り
、
組
合
員

を
増
や
し
た
結
果
、
１
９
９
６

年
10
月
に
あ
さ
お
診
療
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
所
長
は

山
本
博
章
医
師
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
小
田
急
沿
線
の
組
合
員

の
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。
開
設

後
は
、
診
療
所
内
の
修
繕
や
夏

の
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
催

に
組
合
員
が
職
員
と
一
緒
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。

京
町
診
療
所

 

（
川
崎
区
京
町
）

　

１
９
９
３
年
か
ら
川
崎
南
部

に
診
療
所
を
建
て
る
計
画
が
始

ま
り
、
１
９
９
７
年
２
月
に
ア

パ
ー
ト
の
２
階
に
建
設
事
務
所

を
設
置
。
自
分
た
ち
の
住
む
町

に
診
療
所
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
組
合
員
３
０
０

０
人
、
出
資
金
３
０
０
０
万
円

を
集
め
る
目
標
を
決
め
、
そ
の

目
標
の
名
称
を
「
サ
ン
サ
ン
運

動
」
と
し
て
、
診
療
圏
の
全
世

の
食
事
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

生
協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
川
崎
区
桜
本
）

　

１
９
９
０
年
代
後
半
神
奈
川

民
主
医
療
機
関
連
合
会
の
長
期

計
画
に
基
づ
き
、
川
崎
医
療
生

協
の「
歯
科
診
療
所
建
設
方
針
」

が
決
ま
り
、
１
９
９
９
年
２
月

に
地
域
組
合
員
も
含
め
た
歯
科

建
設
委
員
会
が
発
足
、
１
９
９

９
年
８
月
に
開
設
。
そ
の
前
に

開
設
し
て
い
た
横
浜
勤
労
者
福

祉
協
会
の
歯
科
診
療
所
の
協
力

帯
を
対
象
に
訪
問
活
動
や
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
で
医
療
生
協
を
知

っ
て
も
ら
う
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
１
９
９
８
年

３
月
に
京
町
診
療
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
初
代
所
長
は
堀
内

静
夫
医
師
で
す
。
診
療
所
建
設

の
竣
工
祝
賀
会
の
時
に
は
組
合

員
２
０
０
０
人
、
２
０
０
０
年

３
月
に
は
３
０
０
０
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
設
後
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
社
保
活
動
と
し
て

を
得
て
小
波
津
一
歯
科
医
師
を

所
長
と
し
て
派
遣
し
て
も
ら

い
、
歯
科
医
師
１
人
、
衛
生
士

２
人
、
事
務
１
人
で
出
発
し
ま

し
た
。
当
時
で
は
珍
し
い
訪
問

歯
科
も
開
設
当
初
か
ら
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

介
護
関
連
の
施
設
・
事
業

　

１
９
９
０
年
代
に
入
り
全
国

的
に
医
療
の
営
利
化
が
進
み
ま

し
た
が
、川
崎
医
療
生
協
は「
医

療
の
公
共
性
を
守
り
国
民
の
医

療
を
守
る
」
方
針
を
掲
げ
、
法

人
の
第
３
次
長
期
計
画
の
中

で
、
お
お
し
ま
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
１
９
９
５
年
10
月

に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
事

業
所
の
統
廃
合
を
し
な
が
ら
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３

つ
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
２
つ
、
居
宅
介
護
事
業
所
を

３
つ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
２
つ
、

デ
イ
ケ
ア
２
つ
、
看
護
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
を
１
つ
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
３
つ
川

崎
市
内
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
樹
の
丘

 

（
高
津
区
久
地
）

　

介
護
・
福
祉
分
野
の
施
設
建

設
は
川
崎
医
療
生
協
と
し
て
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
実
現
す
る

の
に
10
年
間
か
か
り
ま
し
た
。

最
初
は
１
９
９
３
年
か
ら
の
法

人
の
「
第
３
次
長
期
計
画
」
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
建
設
に
か
か
る
多
く
の
困

難
な
条
件
の
た
め
実
施
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
９
７

年
に
旧
久
地
診
療
所
の
隣
接
地

で
借
地
借
家
に
よ
る
建
設
の
可

能
性
が
見
え
て
き
た
た
め
、
久

地
診
療
所
を
移
転
し
、
旧
久
地

診
療
所
跡
地
に
介
護
施
設
を
建

設
す
る
計
画
が
２
０
０
０
年
の

総
代
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
10
億
円
規
模
の
計

画
は
、「
バ
ン
バ
ン
運
動
」
と

い
う
名
称
で
、
１
万
人
の
組
合

員
か
ら
１
万
円
ず
つ
の
増
資
を

集
め
る
運
動
を
全
市
に
ひ
ろ

げ
、
１
億
円
以
上
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
運

動
が
成
功
し
た
の
は
や
は
り
組

合
員
の
力
で
し
た
。
全
市
の
組

合
員
が
北
部
の
訪
問
行
動
に
参

加
し
て
、
地
元
の
組
合
員
は
、

応
援
に
来
た
人
が
道
に
迷
わ
な

い
よ
う
に
と
、
夜
遅
く
ま
で
訪

問
用
の
地
図
作
り
を
し
ま
し

た
。
そ
の
活
動
が
実
を
結
び
２

０
０
１
年
10
月
に
開
設
し
ま
し

た
。

法人として初めて北部にできた
久地診療所

川崎セツルメント診療所になってから
の初代所長の山本医師

川
崎
医
療
生
協
は

 
「
い
の
ち
の
砦
」
で
あ
り
続
け
る

組合員と地域に根ざした　　　　　　　
　　　診療所づくりを話し合う堀内医師（右端）

１
面
の
つ
づ
き

壁の色も組合員と考えた協同ふじさきクリニック

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
川
崎
区
藤
崎
）

　

川
崎
医
療
生
協
で
は
、
協
同

病
院
の
外
来
部
門
を
担
う
新
し

い
診
療
所
建
設
の
た
め
に
２
０

０
２
年
３
月
に
川
崎
区
藤
崎
に

土
地
を
購
入
。そ
の
後
、気
管
内

チ
ュ
ー
ブ
抜
去
・
薬
剤
投
与
事

件
や
資
金
シ
ョ
ー
ト
の
危
機
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
０

３
年
の
臨
時
総
代
会
で
、
建
設

の
必
要
性
を
確
認
し
て
着
工
す

る
こ
と
を
決
め
２
０
０
４
年
８

月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

壁
の
色
や
、
診
療
所
の
中
の

患
者
の
導
線
な
ど
に
つ
い
て
組

合
員
も
職
員
と
話
し
合
い
、
診

療
所
の
中
に
組
合
員
の
活
動
の

場
所
を
つ
く
る
な
ど
の
組
合
員

参
加
を
つ
ら
ぬ
き
２
０
０
５
年

６
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
初

代
所
長
は
桑
島
政
臣
医
師
で
す
。



（３） ２０２１年６月１日 第６５８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
各
自
治
体
の

首
長
の
素
顔
や
力
量
が
わ
か
っ

た
こ
と
は
そ
の
一
つ
で
す
。
地

元
の
行
政
も
し
っ
か
り
監
視
し

な
い
と
ま
ず
い
ぞ
、
と
い
う
有

権
者
と
し
て
の
自
覚
に
目
覚
め

た
と
い
う
の
は
い
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
活

動
が
低
下
し
成
長
も
低
下
す

る
、
と
否
定
的
に
報
じ
ら
れ
ま

す
が
、
経
済
活
動
の
低
下
で
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

量
も
減
少
し
、
空
気
も
き
れ
い

に
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
世
界
的
な
課
題

で
あ
る
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
皮
肉
に
も
功
を
奏

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
成
長
と
環
境
問
題
と
の

シリーズコラム

⑩ パンデミックと環境破壊

コロナコロナのの風風

関
係
で
言
え
ば
、
古
く
は
１
９

７
０
年
代
に
国
際
的
な
シ
ン
ク

タ
ン
ク
「
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
」
が

「
成
長
の
限
界
」
を
発
表
し
、

地
球
の
天
然
資
源
は
有
限
で
、

人
口
増
や
環
境
破
壊
の
面
か
ら

将
来
成
長
は
限
界
に
達
す
る
と

警
告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
も
経
済
成
長
信
仰
は
崩
れ

ず
、
気
候
変
動
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
地
球
環
境
シ
ス
テ
ム
は

崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
ま
で
も
一
般
に

経
済
成
長
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削

減
（
温
暖
化
阻
止
）
は
両
立
で

き
る
と
い
う
前
提
で
議
論
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
果
た

し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
将
来

人
類
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た

ら
す
だ
ろ
う
気
候
変
動
の
根
本

的
な
原
因
は
資
本
主
義
に
あ

る
、
と
警
告
す
る
今
話
題
の
書

「
人ひ

と

新し
ん

世せ
い

の
『
資
本
論
』」（
集

英
社
新
書
）
の
著
者
、
斎
藤
幸

平
氏
は
こ
の
疑
問
に
明
解
に
答

え
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
が
順
調
で
あ
れ
ば

資
源
消
費
量
が
増
大
す
る
た
め

二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
困
難
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

が
あ
り
、
市
場
に
任
せ
た
ま
ま

で
は
今
後
の
技
術
革
新
が
あ
っ

て
も
削
減
目
標
は
達
成
で
き
な

い
と
い
う
の
で
す
。

　

斎
藤
氏
は
、
今
起
き
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
は
、「
経

済
成
長
を
優
先
し
た
地
球
規
模

で
の
開
発
と
破
壊
が
原
因
で
あ

る
」
と
い
う
点
で
、
気
候
変
動

問
題
と
構
図
が
似
て
い
る
と

し
、
こ
う
警
告
し
ま
す
。

　
「
先
進
国
に
お
い
て
増
え
続

け
る
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

資
本
は
自
然
の
深
く
ま
で
入
り

込
み
、
森
林
を
破
壊
し
、
大
規

模
農
場
経
営
を
行
う
。
自
然
の

奥
深
く
ま
で
入
っ
て
い
け
ば
、

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
機

会
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
い
。

自
然
の
複
雑
な
生
態
系
と
異
な

り
、
人
の
手
で
切
り
拓
か
れ
た

空
間
、
と
り
わ
け
現
代
の
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
が
占
め
る
空
間

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
込
む
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
ウ
イ

ル
ス
は
変
異
し
て
い
き
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
た
人
と
物
の
流
れ

に
乗
っ
て
、
瞬
間
的
に
世
界
中

に
広
が
っ
て
い
く
。」

　
「
以
前
か
ら
あ
る
専
門
家
た

ち
の
警
告
」、「
経
済
か
人
命
か

の
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
の
根
本
的

な
対
策
の
遅
れ
」。
こ
れ
ら
も

気
候
変
動
問
題
と
同
じ
だ
と
指

摘
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
は
、
気
候
変
動
と
い
う
よ
り

大
き
な
地
球
的
問
題
へ
の
警
鐘

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後

も
起
き
る
だ
ろ
う
ウ
イ
ル
ス
の

問
題
を
教
訓
と
し
、
今
こ
そ
問

題
の
根
本
原
因
に
あ
る
資
本
主

義
か
ら
離
れ
、
氏
の
言
う
よ
う

に
「
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」

を
真
剣
に
議
論
す
べ
き
時
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト川井

龍
介
）

　
〝
生
命
と
は
何
か
？
〞　

と

い
う
問
い
の
答
え
に
は
、
依

然
と
し
て
く
す
ぶ
っ
て
い
る

二
つ
の
立
場
が
あ
り
ま
す
。

「
生
命
は
複
雑
な
機
械
で
は

あ
る
が
、
物
理
現
象
や
化
学

現
象
で
説
明
で
き
る
」
と
す

る
の
が
「
機
械
論
」
で
す
。

一
方
で
、「
生
命
は
機
械
と

し
て
は
説
明
で
き
な
い
性
質

を
持
っ
て
い
る
」
と
す
る
の

が
「
生
気
論
」
で
す
。

　

生
気
論
的
な
考
え
方
は
古

代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

（
第
４
回
）
の
流
れ
を
受
け

た
ガ
レ
ノ
ス
（
１
２
９

－

２

０
０
）
は
、
生
命
現
象
を
、

自
然
生
気
・
生
命
生
気
・
動

物
生
気
の
３
つ
の
生
気
（
プ

ノ
イ
マ
）で
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
宗
教

（
神
の
存
在
）
と
結
び
つ
い
て
、

超
自
然
現
象
と
し
て
の
生
命
観

が
長
ら
く
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る

生
命
観
、
宇
宙
観
は
絶
対
的
な

も
の
で
、
そ
れ
に
逆
ら
う
と
異

端
と
判
断
さ
れ
て
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
天
動
説
（
地
球
の
ま
わ

り
を
太
陽
が
回
る
）を
否
定
し
、

地
動
説
（
太
陽
の
ま
わ
り
を
地

球
が
回
る
）
を
支
持
し
た
ガ
リ

レ
オ
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
危
う

く
死
刑
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

17
世
紀
に
な
る
と
、哲
学
者
・

数
学
者
で
あ
る
デ
カ
ル
ト
は
、

「
動
物
も
植
物
も
機
械
と
同
じ

で
あ
る
」
と
の
説
を
発
表
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
に
ら
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
デ
カ
ル
ト

は
、「
動
物
は
魂
を
持
た
な
い

ゼ
ン
マ
イ
を
ま
い
た
自
動
機
械

（
オ
ー
ト
マ
タ
）
で
あ
り
、
魂

は
人
間
の
み
に
存
在
す
る
」
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ラ
・
メ
ト
リ
ー
は『
人

間
機
械
論
』（
１
７
４
７
年
）

に
お
い
て
人
間
の
霊
魂
を
も
否

定
し
、
完
全
な
人
間
機
械
論
を

唱
え
ま
し
た
。
動
物
（
人
間
）

機
械
論
は
科
学
の
進
歩
に
伴
い

受
け
入
れ
ら
れ
て
行
き
ま
す

が
、
19
世
紀
に
な
る
と
一
部
の

哲
学
者
た
ち
か
ら
機
械
論
に
対

す
る
異
論
が
出
さ
れ
、
新
た
な

生
気
論
論
争
が
持
ち
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
デ
カ
ル
ト
は
新
た
な
問

題
も
提
起
し
ま
し
た
。「
こ
こ

ろ
と
身
体
は
別
で
あ
る
」
と
い

う
説
で
、「
デ
カ
ル
ト
的
心
身

二
元
論
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
問
題
も
考
え
る
と
頭
が
痛

く
な
り
そ
う
で
す
が
、
い
ず
れ

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
詫
び
：
前
回
の
記
事
で
医

師
パ
ラ
ケ
ル
ル
ス
と
あ
る
の
は

正
し
く
は
「
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
」

で
す
。

川崎医療生協　理事長・医師　桑島 政臣
昔の人は生命をどう考えたか③生

せい

気
き

論と機械論第６回
せいせ い きき

生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

♥一口メモ
　沸騰した湯に鶏肉を入れ
るよりも少し煮立ちを抑え
た湯のほうが、しっとりし
た仕上がりになります。

川崎協同病院　調理師　丸山 悟

《しっとり茹で鶏とゆで汁スープ》

新シリーズ
肉を食べよう！④

からだにやさしい料理 第28回　

【材料】（４人分）
鶏むね肉（皮なし）   ２枚
ガラスープの素   大さじ２
水   ４カップ
ねぎの青い部分   適量
生姜の皮   適量

１人分　155kcal　塩分2.3ｇ　たんぱく質29.7ｇ

【作り方】
（茹で鶏）
❶　 鍋にねぎの青い部分、生姜の皮、水３カップ、ガラスープの素を入
れて沸騰させる。水１カップを加えて鶏肉を１枚ずつ入れる。

❷　 再び沸騰したら火を弱め、３分茹でて火を止める。蓋
ふた

をしてそのま
ま冷ます。

❸　 冷めたら茹で汁ごと密閉容器に入れて汁に浸るようにラップで落し
蓋をする。冷蔵庫に入れて保存する。

（スープ）
❶　 ゆで汁２カップに、ねぎやわかめ
など好みのものを入れ沸騰させる。

❷　  味をみながら塩少々加えてできあ
がり。

※１カップ＝200㏄

無
料
低
額　

診
療
事
業
の

お
知
ら
せ　

　

無
料
低
額
診
療
事
業

と
は
医
療
が
必
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
、
医

療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
人
に
対
し
、
医
療
費
の

減
額
や
免
除
を
行
う
制

度
で
す
。

　

川
崎
医
療
生
協
の
病

院
、
診
療
所
で
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

※
利
用
に
は
所
定
の
申

請
書
に
よ
る
手
続
き
が

必
要
で
す
が
、
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
４-

２
６
６-

７
５
３
２

組
織
部
ま
で

　

禍
福
は
糾あ

ざ
な

え
る
縄
の
如
し
。

ど
ん
な
こ
と
に
も
い
い
面
と
悪

い
面
が
あ
る
、
と
も
と
れ
る
こ

の
諺
は
実
に
的
を
射
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
年
と
と
も
に
痛

感
し
ま
す
。
い
い
こ
と
な
ど
な

に
も
な
い
と
言
い
た
く
な
る
コ

ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
も
、
偶
然
な

が
ら
プ
ラ
ス
面
も
あ
り
ま
す
。
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　６月26日に開催予定の、第72回通常総代会は、５
月21日現在、神奈川県は「まん延防止等重点措置」
が出されている現状で、感染のリスクを避けるため
に、５月の理事会において、開催場所と形式を変更
しました。
　日時　６月26日（土）
　　　　　午後１時30分から３時まで　
　　　　　（受付は12時30分から）
　会場　本部会議室（川崎区藤崎４‒21‒２）
　※各地区の選挙で選出された総代の、会場への参
加は代表参加を呼びかけています。会場へ参加する
総代については、公共交通機関を使用しないように、
事務局が車で送迎するなど対応します。
　※傍聴席は設けません。
                          2021年５月15日
 川崎医療生協　理事会

　

あ
か
ね
会

で
は
、
毎
月

第
３
月
曜
日

に
「
百
合
丘

い
こ
い
の

　

４
月
23

日
、
新
川
崎

支
部
で
は
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

に
詳
し
い
支

　

４
月
24
日
に

川
崎
駅
前
支
部

の
総
会
を
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
前
に
あ

る
暮
ら
し
の
相

　

川
崎
協
同
病

院
の
小
川
智
子

管
理
栄
養
士
を

講
師
に
、
４
月

の
班
会
は
塩
分

　

多
摩
支
部

の
第
29
回
定

期
総
会
が
４

月
24
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
の

　

コ
ロ
ナ
感

染
症
が
拡
大

し
て
支
部
活

動
も
止
ま
っ

た
状
態
で
す

　

た
か
つ
支

部
主
催
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
３
月
27

日
に
行
い
ま

家
」
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
19
日

は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、い
つ
も
の「
百
合
丘
い

こ
い
の
家
」を
飛
び
出
し
て
、

木
々
の
緑
豊
か
な
王
禅
寺
ふ

る
さ
と
公
園
広
場
で
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

部
運
営
委
員
の
磯

部
津つ

輝き

子こ

さ
ん
が

計
画
を
立
て
、
大

田
区
の
多
摩
川
台

公
園
に
あ
る
亀
甲

山
古
墳
に
行
き
ま

談
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
は
３
人
の
う
ち
１

人
が
入
院
中
で
２
人
が
参
加
し

た
ほ
か
、
理
事
、
組
織
担
当
、

京
町
診
療
所
事
務
長
が
参
加

し
、
委
任
状
が
９
人
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活

動
が
で
き
ず
に
み
な
悔
し
い
思

い
で
し
た
が
、
配
付
者
が
新
し

く
３
人
も
決
ま
り
、
出
資
金
も

大
口
の
増
資
者
の
協
力
が
あ

チ
ェ
ッ
ク
と
塩
分
の
と
り
過
ぎ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

日
本
高
血
圧
学
会
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
１
日
６
グ
ラ
ム
未

満
を
推
奨
し
て
い
て
、
医
療
生

協
福
祉
連
で
も
１
日
６
グ
ラ
ム

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
や
、
塩

分
を
摂
り
す
ぎ
る
と
高
血
圧
等

の
病
気
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

小
川
さ
ん
が
持
っ
て
来
て
く

れ
た
味
噌
汁
を
飲
み
、
ふ
だ
ん

自
宅
で
飲
む
味
噌
汁
と
比
べ
て

み
ま
し
た
。
ど
ん
な
食
べ
物
に

ど
の
位
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い

る
か
や
、
チ
ェ
ッ
ク
表
に
記
入

し
て
自
分
が
ど
の
位
の
塩
分
を

と
っ
て
い
る
か
も
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
尿
中
の
塩
分
チ
ェ

ッ
ク
も
自
分
た
ち
で
行
い
、
ど

の
位
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か

調
べ
ま
し
た
。
小
川
さ
ん
の
話

感
染
予
防
策
を
と
り
な
が
ら

久
地
診
療
所
２
階
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。
各
委
員
会

な
ど
の
係
が
一
年
間
の
活
動

を
報
告
。
健
康
づ
く
り
委
員

会
は
、
み
ず
き
の
会
が
散
策

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
３
回
企
画

し
12
月
に
は
Ｎ
Ｏ
２
測
定
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
。

　

ま
た
、
事
業
所
利
用
委
員

会
は
、
久
地
・
あ
さ
お
両
診

療
所
で
の
「
満
足
度
ア
ン
ケ

ー
ト
」
調
査
や
階
段
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
つ
い
て
の
報
告
を

し
、
社
保
委
員
か
ら
は
、
多

摩
区
社
保
協
の
登
戸
定
例
宣

伝
、「
１
支
部
１
班
」
要
求

運
動
に
と
り
く
ん
だ
報
告
が

し
た
。
ガ
ス
橋
に
集
合
し
、

参
加
者
10
人
で
多
摩
川
の
土

手
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
丸
子
橋

を
渡
り
１
時
間
30
分
ほ
ど
で

到
着
し
ま
し
た
。

　

亀
甲
山
古
墳
は
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
多
摩
川
流
域

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
全
長

は
１
０
７
メ
ー
ト
ル
。
８
個

ワ
ク
増
資
に
協

力
し
て
く
だ
さ

っ
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

自
分
に
は
何

も
で
き
な
い
と

思
い
落
ち
込
ん

で
も
、
ま
わ
り

に
協
力
し
て
く

れ
る
人
が
い
る

が
、
京
町
支
部
の
手
芸
班
、

椿
班
は
各
班
４
人
ず
つ
参
加

し
手
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
手
芸
班
は
吊
る
し
雛
か

ざ
り
、
椿
班
は
折
り
紙
や
吊

る
し
雛
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
組

合
員
活
動
交
流
集
会
で
は
、

ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は

し
た
。
子
ど
も
１
人
と
大
人

が
９
人
が
久
地
診
療
所
前
の

道
か
ら
、
緑
ヶ
丘
霊
園
の
参

道
の
桜
を
見
な
が
ら
登
り
ま

し
た
。

　

登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に
神

社
が
あ
り
「
松し

ょ
う

壽じ
ゅ

弁
財
天
が

祀
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
昔
は

江
戸
か
ら
も
参
拝
者
が
訪
れ

　

参
加
者
24
人
が
広
い
芝
生

の
上
で
、
関
節
を
曲
げ
た
り

伸
ば
し
た
り
、
筋
力
の
低
下

を
防
ぐ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
王
禅
寺
で

は
歴
史
に
も
触
れ
、
公
園
外

周
散
策
路
で
シ
ョ
ー
ト
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

次
回
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

も
、
王
禅
寺
ふ
る
さ
と
公
園

で
行
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

衰
え
や
す
い
筋
肉
を
、
ゆ
る

の
古
墳
が
あ
り
古
墳
の
上
に
は

金
蘭
、
銀
蘭
が
咲
い
て
い
る
こ

と
を
、
花
の
名
前
に
詳
し
い
矢

島
恵
都
子
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
紫
陽
花
が

こ
と
が
わ
か
る
と
、
次
に
繋
が

る
こ
と
を
続
け
る
重
要
性
が
わ

か
り
ま
す
。

川
崎
駅
前
支
部　

稲
毛 

真
子

り
、
支
部
が
た
て
た
増
資
目
標

は
大
幅
に
達
成
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
人
、
久
地
診
療
所
の
ワ
ク

や
尿
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
で
、
毎
日

の
生
活
が
い
か
に
大
事
か
も
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

気
を
つ
け
て
元
気
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
み
な
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

医
療
生
協
の
班
会
は
体
の
事

な
ど
と
て
も
た
め
に
な
る
機
会

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　
新
川
崎
支
部　

え
ん
ど
う
豆
班 

 

小
林 

清
子

あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
に
明

け
暮
れ
た
１
年
で
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
で
き
る
こ
と
を
力
を

合
わ
せ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
、
改
め
て
今
年
度
も
頑

張
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
６
月
開
催
予

定
の
総
代
会
の
代
議
員
を
決
め

「
待
ち
遠
し
い
と
思
え
る
楽
し

い
班
会
の
開
催
を
」
な
ど
21
年

度
の
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

多
摩
支
部　

中
村 

克
彦

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
で
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
お
雛
祭
り
の

時
期
に
京
町
コ
ス
モ
ス
薬
局

入
口
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
の

展
示
は
行
う
こ
と
が
で
き

て
、
一
生
懸
命
作
っ
た
作
品

な
の
で
誰
か
に
見
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
か
な
い
ま
し

た
。

　

表
か
ら
ガ
ラ
ス
ご
し
に
見

て
い
く
人
や
中
に
入
っ
て
ゆ

っ
く
り
見
る
人
、
薬
局
に
薬

を
も
ら
い
な
が
ら
つ
い
で
に

見
て
い
く
人
な
ど
大
勢
来
ま

し
た
。
展
示
が
終
わ
る
と
次

た
」
と
い
つ
も
津
田
山
を
歩

い
て
い
る
人
が
言
い
ま
し
た
。

　

森
林
公
園
北
口
か
ら
入

り
、
古
代
植
物
公
園
を
抜
け

て
、
シ
ラ
カ
シ
林
の
坂
を
下

り
、
湧
水
が
流
れ
る
湿
性
植

物
園
の
木
道
を
歩
く
と
、
池

の
カ
ル
ガ
モ
や
シ
ャ
ガ
や
黄

色
い
ヤ
マ
ブ
キ
な
ど
の
花
に

も
出
会
い
ま
し
た
。

　

津
田
山
へ
戻
り
、
霊
園
の

桜
の
下
で
そ
れ
ぞ
れ
持
参
し

た
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
ド
ラ
え
も
ん
の
生
み

く
鍛
え
る
予
定
で
す
。

　

麻
生
南
支
部　

あ
か
ね
会

の
展
示
の
準
備
に
か
か
り
ま

す
。み
な
さ
ん
に
素
敵
だ
ね
、

可
愛
い
ね
、
と
言
わ
れ
る
の

を
励
み
に
作
品
作
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

京
町
支
部　

手
芸
班　

 
瀧
沢 

由
紀
子

の
親
・
藤
本
さ
ん
（
藤
子
・

Ｆ
・
不
二
雄
）
の
墓
に
お
参

り
。
小
学
生
に
な
る
男
の
子

も
「
楽
し
か
っ
た
」
と
ご
機

嫌
で
し
た
。

た
か
つ
支
部　

山
本 

武
彦 広い芝生の上でストレッチ

金蘭がきれい

繫がりの大切さを感じた総会毎日の生活の中で塩分摂取に気をつけたい

一年間の活動を振り返り

作品がたくさん並びましたみんなで楽しくウオーキング

体操で身も
心もほぐし､
気分転換に

丸子橋を渡って
亀甲山古墳へウ
ォーキング

苦しいなか
でも周囲の
協力を得て

班会で、健
康と塩分に
ついて学習

川崎医療生協第72回通常総代会
開催会場と形式の変更

大変だった
昨年度の活
動を報告

声援を励み
に作品作り

春の東高根
森林公園ウ
ォーキング

咲
く
そ
う
で
す
。

　

昼
食
の
後
、
東
急
多
摩
川
線

「
多
摩
川
駅
」
で
解
散
、
５
人

は
大
田
区
側
の
土
手
を
歩
い
て

帰
宅
し
５
人
は
電
車
で
帰
宅
し

ま
し
た
。
新
緑
の
中
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
て
気
持
ち
の
い
い
一

日
で
し
た
。

新
川
崎
支
部　

長
澤 

昭
子
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新
田
義
貞
に
ま
つ
わ
る

新
田
神
社
（
川
崎
区
渡
田
）

こ
ん
な
川
崎

　
　
こ
れ
も
川
崎

シリーズ

第23回
シリーズ

第23回

　

川
崎
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
、
臨
港
バ
ス
「
川
21
・
川

22
・
川
23
系
統
」
い
ず
れ
か
の

バ
ス
に
乗
り
、「
さ
つ
き
橋
」

で
降
り
た
ら
、
バ
ス
通
り
の
反

対
側
へ
と
渡
り
、
川
崎
駅
方
面

を
背
に
す
る
よ
う
に
進
ん
で
、

川
崎
信
用
金
庫
渡
田
支
店
の
手

前
を
右
折
。
５
分
ほ
ど
道
な
り

に
進
む
と
右
手
に
新
田
神
社
が

あ
り
ま
す
。
入
口
に
は
黒
の
石

に
赤
い
文
字
で
「
新
田
神
社
」

と
か
か
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
そ

の
奥
に
鳥
居
と
大
き
な
木
々
に

囲
ま
れ
た
社
殿
が
見
え
ま
す
。

周
り
の
住
宅
街
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
神
聖
な
雰
囲
気
で
す
。

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
歴
史
上
の
武
将
、
新
田
義
貞
に

ま
つ
わ
る
新
田
神
社
（
川
崎
区
渡
田
）
を
紹
介
し
ま
す
。

組
織
部　

溝
口 

敬
人

　

ち
な
み
に
こ
の
大
田
区
矢
口

の
新
田
神
社
は
、
平
賀
源
内
が

厄
除
招
福
・
邪
気
退
散
の
「
矢

守
」
を
神
社
の
竹
で
作
り
、
門

前
で
売
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
破
魔
矢
の
元
祖
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
田
神
社
の
起

源
は
、
足
利
尊
氏

と
武
家
の
棟
梁
の

座
を
め
ぐ
っ
て
争

っ
て
い
た
新
田
義

貞
が
１
３
３
８
年

に
越
前
で
敗
れ
討

ち
死
に
し
た
際
、
新
田
四
天

王
と
呼
ば
れ
る
家
臣
の
亘
新

左
衛
門
源
早
勝
が
義
貞
の

「
差
添
の
名
剣
」と「
七
ツ
入

子
の
名
鏡
」そ
し
て「
錦
の
陣

羽
織
」
を
自
ら
の
領
地
で
あ

る
渡
田
に
持
ち
帰
り
、
里
の

人
々
と
共
に
祀
っ
た
こ
と
が

起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

足
利
氏
が
治
め
る
室
町
時

新田義貞像が境内に

住宅街の中にある新田神社

【
渡
田
の
由
来
】

代
、
新
田
神
社
や
稲
毛
神
社
な

ど
新
田
氏
に
縁
の
あ
る
寺
社
は

冷
遇
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

田
氏
を
祖
先
と
す
る
徳
川
家
康

が
江
戸
に
入
府
す
る
と
武
士
た

ち
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

元
旦
と
７
月
２
日
の
晩
、
新

田
神
社
周
辺
で
は
馬
の
い
な
な

き
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
大
田
区
矢

口
の
新
田
神
社
に
祀
ら
れ
て
い

る
義
貞
の
子
で
あ
る
新
田
義
興

の
霊
が
父
霊
の
も
と
に
参
る
た

め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
田
神
社
の
あ
る
渡
田
の
地

名
の
由
来
は
、
こ
の
地
の
豪
族

で
あ
る
亘わ

た
り

家
の
領
地
で
あ
っ
た

か
ら
と
い
う
説
と
、
昔
こ
の
辺

り
が
多
摩
川
を
渡
る
場
所
で
あ

っ
た
か
ら
地
名
が
先
に
付
き
、

そ
こ
を
領
地
と
し
て
い
る
一
族

が
亘
を
名
乗
っ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
渡
田
周
辺
で
は
、

他
に
新
田
四
天
王
の
一
人
で
あ

る
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
の
子
孫

が
小
田
に
住
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。

いいね
！ 組合員のお店

シリーズ⑨ セブンイレブン川崎堰店
 （多摩区）

セブンイレブン
 川崎堰店

住所：多摩区堰３－５－５
電話：044－813－0711
　　　24 時間営業

お店情報

　

Ｊ
Ｒ
南
武
線
「
久
地
駅
」
を

降
り
て
徒
歩
３
分
の
所
に
あ
る

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
川
崎
堰
店
。

オ
ー
ナ
ー
で
川
崎
医
療
生
協
組

合
員
の
小
林
和
子
さ
ん
は
、
も

と
も
と
「
フ
ー
ド
ラ
ン
ド
コ
バ

ヤ
シ
」
と
い
う
百
貨
店
の
４
代

目
と
し
て
お
店
を
切
り
盛
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
近
く
に
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
競
合
店
が
で
き
た

の
を
き
っ
か
け
に
25
年
前
に
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
従
業
員
は
40
人
ほ
ど

で
、
接
客
に
は
と
て
も
気
を
使

っ
て
い
て
「
接
客
が
と
て
も
い

い
」
と
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

３
階
建
て
の
ビ
ル
の
１
階
が

店
舗
で
、
上
階
の
賃
貸
住
宅
の

住
民
が
よ
く
買
い
物
に
来
て
く

れ
る
の
で
す
っ
か
り
顔
見
知
り

で
す
。
お
客
さ
ん
の
多
い
夕
方

に
は
従
業
員
を
５
人
配
置
し
た

り
、
セ
ル
フ
レ
ン
ジ
を
設
置
す

る
な
ど
し
て
、
お
客
様
を
お
待

た
せ
し
な
い
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
売
り
上

げ
が
落
ち
、
店
内
で
食
べ
る
の

は
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
お

弁
当
や
調
理
済
み
の
お
総
菜
を

買
っ
て
家
で
食
べ
る
「
中な

か
し
ょ
く食
」

の
需
要
が
増
え
て
き
て
、
経
営

的
に
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

店
長
の
廣
瀬
元
昭
さ
ん
は
、

新
商
品
な
ど
売
り
た
い
も
の
を

た
く
さ
ん
発
注
し
て
売
れ
た
と

き
に
喜
び
を
感
じ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
ア
イ

ス
や
冷
や
し
中
華
な
ど
を
多
く

発
注
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地

域
の
皆
様
の
健
康
の
た
め
に
従

業
員
一
同
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

久地駅すぐ近くにあります

オーナーの小林さん（左）と店長（右）

イベントの予定

日　時 内　容 場　所

６月５日14時～ 難聴について レインボーの家
川崎大師町４Ｆ

７月３日14時～ 難聴について レインボーの家
川崎大師町４Ｆ

８月７日14時～ 薬のはなし レインボーの家
川崎大師町４Ｆ

８月21日14時～ 平和映画会 川中島神明神社
９月５日14時～ 第18回健康寄席 川中島神明神社
感染対策など徹底した上で実施しますが、感染状
況によっては急遽中止等の対応をとる場合があり
ます。ご了承下さい。

プ
ラ
ご
み
を
減
ら
す

ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

プ
ラ
ご
み
を
少
し
で
も
減

ら
し
た
い
思
い
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
蜜
蝋
ラ
ッ
プ
を
久

地
診
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
・
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

増
資
で
も
ら
っ
た
手
ぬ
ぐ
い

で
作
り
ま
し
た
。

　

蜜
蝋
と
天
然
オ
イ
ル
な
ど

　

５
月
24
日
、
大
師
中
央
支

部
で
は
支
部
総
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
ど
ん
な
こ

と
に
と
り
く
む
か
を
議
論
し

た
と
こ
ろ
、
毎
月
の
よ
う
に

学
習
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

計
画
で
は
、
ま
ず
６
月
と

７
月
に
「
難
聴
の
学
習
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
講
師
は
未

定
で
す
が
、
主
に
老
化
に
伴

う
難
聴
を
扱
う
予
定
で
す
。

８
月
は
「
薬
の
学
習
会
」。

薬
剤
師
を
お
呼
び
し
て
、
薬

の
飲
み
方
な
ど
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
す
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
法
律
学

を
混
ぜ
た
も
の
を
、
ア
イ
ロ

ン
を
使
い
な
が
ら
布
地
に
し

み
こ
ま
せ
、
風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
で
乾
か
す
と
出
来
上

が
り
ま
す
。

　

形
を
選
ば
ず
包
め
、
洗
っ

て
何
度
で
も
使
え
る
ス
グ
レ

物
で
す
。

渡
田
支
部　

田
辺 

律
子

習
会
も
継
続
し
ま
す
。
合
同

法
律
事
務
所
の
小
林
弁
護
士

を
引
き
続
き
お
呼
び
し
ま

す
。
昨
年
実
施
し
た
平
和
映

画
会
は
、
今
年
も
９
月
頃
に

開
催
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
健

康
寄
席
や
平
和
コ
ン
サ
ー

ト
、
学
習
会
と
し
て
は
市
議

会
報
告
会
や
防
災
・
救
急
救

命
な
ど
の
テ
ー
マ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
詳
細
が
決
ま
っ
て

い
な
い
企
画
も
多
い
で
す
が
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。

　

大
師
中
央
支
部　

 
 

田
口 

正
幸

問
い
合
わ
せ　

組
織
部
大
師
地

域
担
当
平
野
賢
治
（
０
９
０－

８
６
４
３－

０
６
５
７
）ま
で
。

何
度
で
も
使
え
る
ス
グ
レ
物

何
度
で
も
使
え
る
ス
グ
レ
物

学習会から
寄席まで
バラエティに
富んだ企画



〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ４月度　27支部　104班　615人

大師東支部
エリカ おしゃべり喫茶 11人
大師レインボー支部
野菊の会 指体操 ４
南大師支部
茶の実 ムーミンの袋作り ９
大師中央支部
エンゼル① 絵手紙 ５
おしゃべり喫茶 おしゃべり喫茶 ７
カミツ 学習会（憲法について） ３
はぎ 大師公園ウォーク ３
レインボーの家 パズル他 10
わろてんか 寄席準備 ６
靴下の会 編み物 ４
建設一般 月間について 10
東門前 学習会 ６
民商 懇談 ３
大師フレンド支部
おしゃべり おしゃべり ４
おりづる 作品作りと血圧チェック ３
お絵かき お絵描き ４
ちぎりえ ちぎり絵うちあわせ ３
ひまつぶし 脳トレ ４
リトルハンズ コロナ禍でのリラックスヨガ ５
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック ６
歴史班 建国記念日について ６
藤崎北支部
ひまわり 班年間計画づくり ５
健康麻雀 健康麻雀 ６
向日葵 絵手紙 ４
欅 「身のまわりの化学物質」について 10

観音支部
あるこうかい 80歳以上の誕生お祝い 15人
プラチナ 「もしも新型コロナにかかったら」学習会 ９
健康マージャン 健康麻雀 ９
桜本支部
黄金 点むすびと確定申告について ７
大島支部
すずらん 食事会 ３
ロード 輪おどり ７
街の散策 誕生日会 ４
桑の実 あいうべ体操・コロナウイルスワクチン接種について３
深瀬 自転車で散歩 ３
未摘花 ストレッチ・ダンベル ４
浜町支部
さくら お口からのコロナ予防 10
プアカーネーション フラダンス ７
プルメリア フラダンス ５
渡田支部
観て楽しむ会 みつろうラップを作ろう ４
小田支部
桜 新年度・年間計画について ４
いなほ 元気な姿で会って食事しましょう ３
たんぽぽ 総会の話 ３
夏つばき 総会を終えて ３
浅田支部
ひまわり 折り紙 ７
おりづる ガーベラの花 ７
ばぁばとじぃじの手習い 筆使いの基本の練習「曲がり・そりとはね」４
京町支部
セカンド 体操（自彊術） ４
なかよし お花見 ３

ロード 小田公園 ３人
古流生花 生け花 11
手芸 作品作りの話し合い ８
雀（すずめ）の学校 身体を動かすグランドゴルフ 11
椿 つるしびな ８
川崎駅前支部
あじさい こいのぼりを作ろう、描こう 12
キャロット ニュース仕分け ３
なわて 茶話会 ６
ＩＴ 茶話会 ３
南河原支部
エプロン 料理教室 ５
マウンテンヒルズ 血圧チェック ４
配食さくら草 献立検討 ４
絵手紙 血圧管理 ７
ひまわり 茶話会 ３
古向支部
さくら つるし飾りの椿 ４
新川崎支部
元美人 体操 ９
ラビット ゆる体操 11
やよい つるし飾り、鶯、チューリップ、ドクダミづくり４
玉川支部
サロン虹 脳イキイキトレーニング ４
青空平間会 ミニ体操とおしゃべり ６
きら美 体組成チェック ３
住吉支部
ミニーマウス リモート班会をやってみよう ４
雲雀 麻雀を楽しむ ８
気功と太極拳 気功と八方五歩 ６
コスモス 気功朗読おしゃべり ６
小杉支部
さくら 勉強会　食の安全試食会 ４
溝ノ口支部
公園体操 高津公園体操 11

おたまじゃくし 唱歌、童謡 ４人
囲碁サロン 囲碁サロン ３
いまが青春 健康麻雀、将棋 10
手芸編み物クラブ 広島にむけて折り鶴作成 ２
いきいき 脳いきいき体操他 ３
やよい 老人福祉問題学習 ３
水彩画 春の花 ２
バードウオッチング 鳥と自然観察 ３
コスモス ストレッチ体操 ３
橘支部
シネマ 次回上映打ち合わせ ３
梶ヶ谷 骨密度チェック他 ４
アカシヤ 総合報告 ８
つれづれ 健康麻雀 13
シクラメン 敬老会食 24
プラザ 脳トレ体操 ９
すずめ 健康麻雀 ５
ダンベル 骨密度チェック ６
宮前支部
南平 ある寺の住職の唱歌 ５
すみれ 健康チェック ６
ひまわり 塩分チェック、折り紙 ７
長尾堰支部
ひまわり 椅子での体操 11
歩歩路 おしゃべり会 ５
アジサイ 長尾の里めぐり ３
第４長尾 健康診断結果返し ８
宿河原支部
すこやか 筋肉維持と親睦 ５
大津 トランプ班会 ５
麻生南支部
横井 コロナの話 ７
柿生会 コロナの状況における方針討議６
なんじゃもんじゃ 岡上の春を楽しもう ５

（６）２０２１年６月１日 第６５８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

文 化 ・ 地 域
ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く

ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く
⑰⑰

 
―
ア
フ
リ
カ
の
大
草
原
大
地
、
野
生
動
物
の
王
国
へ
―

　
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
は
、

高
さ
５
８
９
５
メ
ー
ト
ル
の

雪
に
お
お
わ
れ
た
山
で
、
ア

フ
リ
カ
第
一
の
高
峰
だ
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
西
の
頂
は
マ

サ
イ
語
で
〝
神
の
家
〞
と
呼

ば
れ
、
そ
の
西
の
山
頂
す
ぐ

そ
ば
に
は
、
ひ
か
ら
び
て
凍

り
つ
い
た
一
頭
の
豹
（
ひ
ょ

う
）
の
屍
が
横
た
わ
っ
て
い

る
。（『
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の

雪
』
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
１

９
３
６
年
）。

　

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
は
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

が
今
氷
河
が
毎
年
50
セ
ン
チ

ず
つ
後
退
し
て
い
る
と
い

う
。
地
球
温
暖
化
が
影
響
し

て
い
る
。□　

□　

□

　

ケ
ニ
ア
の
人
口
は
４
５
０

０
万
人
、首
都
は
ナ
イ
ロ
ビ
。

１
９
６
３
年
イ
ギ
リ
ス
植
民

地
か
ら
独
立
。
初
代
大
統
領

は
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
。
政
治
は
比

較
的
安
定
。
ナ
イ
ロ
ビ
の
国

立
博
物
館
は
人
類
祖
先
の
化

石
が
展
示
さ
れ
圧
巻
だ
。

　

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
山
麓

の
ア
ン
ボ
セ
リ
国
立
公
園
の

ロ
ッ
ジ
に
落
ち
着
く
。
こ
の

地
は
古
代
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

の
噴
火
に
よ
り
火
山
灰
土
に

お
お
わ
れ
果
て
し
な
く
広
が

る
灰
色
の
大
地
。

□　

□　

□

　

朝
４
時
に
目
が
覚
め
ロ
ッ

ジ
の
外
に
出
る
。
空
を
あ
お

ぐ
と
大
木
の
す
き
間
か
ら
星

が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

る
。
ま
る
で
星
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
。
星
の

宝
石
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
な
星
空
。
地
平
線
に
近

い
所
で
は
、
今
に
も
星
に
手

が
届
き
そ
う
だ
。

　

６
時
「
ジ
ャ
ン
ボ
―
、
ジ

ャ
ン
ボ
ー
（
ゆ
っ
く
り
の

意
）」
の
あ
い
さ
つ
で
集
ま

っ
て
く
る
。
い
よ
い
よ
野
生

動
物
の
観
察
へ
出
発
だ
。

白
々
と
夜
が
明
け
て
く
る
。

雄
大
な
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の

山
容
が
朝
日
に
浮
か
ぶ
。

　

ジ
ー
プ
は
果
て
し
な
い
草

原
を
走
っ
て
い
く
。
前
方
に

な
ん
と
数
万
頭
の
ヌ
ウ
と
キ

リ
ン
の
群
れ
に
圧
倒
さ
れ
、

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き

っ
た
。
私
は
「
こ
れ
は
た
ま

げ
た
ヌ
ウ
ー
」
と
叫
ん
だ
。

□　

□　

□

　

午
後
は
マ
サ
イ
族
の
集
落

を
訪
ね
る
。
カ
ラ
フ
ル
な
衣

装
を
つ
け
軽
快
な
リ
ズ
ム
の

歌
と
ダ
ン
ス
で
歓
迎
。

　

入
口
を
入
る
と
木
の
骨
組

み
に
土
と
牛
糞
と
干
し
草
で

作
っ
た
小
さ
な
家
の
30
軒
ほ

ど
の
集
落
。
一
夫
多
妻
制
度

で
子
だ
く
さ
ん
だ
。
村
の
小

学
校
で
は
英
語
の
授
業
。５
、

６
歳
の
子
ど
も
た
ち
の
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
。
校
長

先
生（
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
卒
業
）

に
校
名
を
た
ず
ね
る
と
「
ル

ネ
サ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
と
い

う
。
私
は
感
動
で
何
も
い
え

な
か
っ
た
。

□　

□　

□

　

帰
り
は
人
類
発
生
の
「
東

ア
フ
リ
カ
大
地
溝
帯
」
を
通

っ
て
ナ
イ
ロ
ビ
に
向
っ
た
。

こ
の
地
溝
帯
は
１
億
８
０
０

０
万
年
前
、
大
陸
地
殻
変
動

に
よ
り
形
成
。
ケ
ニ
ア
か
ら

エ
ジ
プ
ト
を
経
て
中
東
の
ナ

イ
ロ
ビ
死
海
に
到
る
６
０
０

０
㎞
。
地
溝
帯
の
幅
は
東
西

60
㎞
。
両
岸
は
１
０
０
ｍ
の

岩
壁
。
見
事
な
緑
の
ベ
ル
ト

地
帯
。
ゆ
た
か
な
農
業
が
営

ま
れ
て
い
た
。人
間
と
自
然
、

人
間
と
野
生
動
物
た
ち
の
共

存
。
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
旅
だ
っ

た
。

２
０
０
４
年
旅　

編
集
委
員 

佐
々
木 

勝
男

孫
に
鍛
え
ら
れ
て

　

麻
生
区 

岡
野 

由
美
子
62

　

孫
と
毎
日
テ
レ
ビ
電
話
で

遊
ん
で
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ

や
Ｕ
Ｎ
Ｏ
、オ
セ
ロ
に
将
棋
、

こ
ま
回
し
対
決
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
の
生
中
継
。
運
動
不
足

の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、

ヨ
ガ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
指

南
し
て
く
れ
る
５
歳
の
孫
。

な
ん
と
か
工
夫
す
れ
ば
、
テ

レ
ビ
電
話
の
中
で
も
一
緒
に

遊
ん
で
る
感
が
出
る
も
の
で

す
ね
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の

遊
び
は
全
部
孫
が
考
え
た
も

の
。あ
た
ま
柔
ら
か
い
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
発
想
力
を
鍛

え
な
け
れ
ば
！

伝
え
る
大
切
さ

　

川
崎
区　

冨
田 

房
子
83

　
「
伝
え
た
い
思
い
」
を
毎

月
読
ん
で
い
ま
す
。
戦
時
中

の
辛
い
体
験
を
若
い
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

腰
痛
体
操
を
実
践

　

宮
前
区　

佐
藤 

實
84

　

80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
腰

痛
や
膝
痛
で
リ
ハ
ビ
リ
に
通

院
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
折
、

４
月
号
に
、「
腰
痛
・
膝
痛

　

知
っ
て
学
ん
で
予
防
し

て
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

早
速
熟
読
し
ま
し
た
。

　

お
す
す
め
の
腰
痛
体
操
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
、

回
復
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

キリマンジャロの雪と象たち

アフリカの貴族マサイ族といっしょに

読 者 の 広 場

読
者
の
声

～手作りのアマビエ人形～

フォトレター

幸区　濱田 良子

〈
お
詫
び
〉５
月
号「
ぶ
ら
り
文
学
日
記
」

の
中
の
漢
字
表
記
と
肩
書
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
古
関
裕
而
氏
は
作
曲
家
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



（７） ２０２１年６月１日 第６５８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

６
年
生
の
頃
か
ら

　

麻
生
区　

加
藤
正
子
76

　

４
月
号
の
「
腰
痛
」
の
記

事
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

小
学
６
年
で
最
初
に
腰

痛
、
次
が
中
２
で
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
中
、
３
度
目
は
出
産
前

で
し
た
。
現
在
も
腰
痛
あ
り

で
す
が
、
知
っ
て
学
ん
で
予

防
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝

　

多
摩
区　

箕
輪
幹
夫
72

　

週
３
回
、
介
護
老
人
保
健

施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
通

っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
車
で
送

迎
し
て
く
れ
ま
す
。
１
日
の

流
れ
は
、
入
浴
・
個
別
の
リ

ハ
ビ
リ
・
昼
食
・
リ
ハ
ビ
リ

体
操
・
ク
イ
ズ
・
お
や
つ
・

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
で
、
と
て

も
短
く
感
じ
ま
す
。
介
護
や

リ
ハ
ビ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
は
と

て
も
親
切
で
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

人
が
人
を
裁
く
怖
さ

　

川
崎
区　

菊
地
美
代
子
78

　
「
や
さ
し
い
生
命
科
学
の

歴
史
第
４
回
」。
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
ア
テ
ネ
の
若
者
を
堕
落

原
水
爆
禁
止
の
新
た
な
一
里

塚
と
な
る
よ
う
に
、
日
本
も

こ
の
条
約
へ
の
参
加
を
強
く

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
そ
の
よ
う
な
政
府
を

選
ば
な
き
ゃ
。

自
由
時
間
が
増
え
て

　

川
崎
区　

岩
本
千
賀
子
62

　

３
月
末
で
26
年
務
め
た
仕

事
を
辞
め
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
短
時
間
の
仕
事
に
転
職

し
ま
し
た
。
自
由
な
時
間
が

増
え
て
、
今
ま
で
気
に
か
か

っ
て
い
た
家
事
も
少
し
ず
つ

や
れ
る
よ
う
に
な
り
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
も
お
互
い
様

　

麻
生
区　

脇
治
以
81

　

友
人
と
の
長
電
話
が
楽
し

み
な
今
日
こ
の
頃
。「
こ
の

話
、
以
前
に
し
た
っ
け
？　

近
頃
ボ
ケ
て
何
度
も
同
じ
話

し
ち
ゃ
う
の
よ
」
と
友
人
。

「
大
丈
夫
！
何
度
聞
い
て
も

忘
れ
ち
ゃ
う
か
ら
心
配
し
な

い
で
喋
っ
て
！
」
と
私
。

さ
せ
た
と
い
う
罪
で
死
刑
の

宣
告
を
受
け
、
獄
中
で
毒
を

飲
み
死
亡
。
人
が
人
を
裁
く

こ
と
の
怖
さ
は
昔
も
あ
っ
た

の
で
す
ね
。

禁
止
条
約
へ
参
加
を

　

幸
区　

牟
田
靜
65

　

今
年
の
１
月
に
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
発
効
し
ま
し

た
。
戦
争
で
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
日
本
は
こ
の
条
約
の

批
准
を
し
て
い
ま
せ
ん
（
今

日
現
在
で
54
ヵ
国
の
批
准
）。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

読　者　の　広　場

①　

女
王
と
兵
隊
が
い
ま
す

③　

や
り
過
ぎ
る
と
依
存
症
に

⑦　

実
際
の
力
量
の
こ
と

⑨　

米
国
青
春
小
説
の
名
作「
〇

〇
畑
で
つ
か
ま
え
て
」

⑩　

亀
の
〇
〇
よ
り
年
の
〇
〇

⑪　

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
法
の

え
さ

⑬　

名
画
「
叫
び
」
の
作
者

⑫　

米
１
ド
ル
紙
幣
の
人
物

⑭　

刑
事
ド
ラ
マ
で
容
疑
の
濃

い
人

⑯　

１
〇
〇
〇
は
８
ビ
ッ
ト

⑱　

男
性
で
す

⑳　

薩
長
土
肥

　
　

の
肥
は
今
の
〇
〇
県

㉑　

面
積
の
約
35
％
を
米
軍
飛

行
場
が
占
め
る
沖
縄
県
の

〇
〇
島

㉒　

原
子
番
号
50
の
元
素

⑮　

警
察
〇
〇
、
消
防
〇
〇
、

税
務
〇
〇

⑯　

銀
行

⑰　

沖
縄
に
あ
る
自
然
洞
窟

⑲　

♪
縦
の
〇
〇
は
あ
な
た
〜

⑳　

科
学
を
英
語
で
…

㉓　

宙
返
り
と
も
い
い
ま
す

①　
「
紫
陽
花
」

　
　

何
て
読
む
？

②　

物
事
の
程
度
を
示
す
割
合

③　

さ
か
な
く
ん
「
あ
り
が
と

う
〇
〇
ざ
い
ま
す
」

④　

チ
ベ
ッ
ト
な
ど
に
棲
む
ウ

シ
科

⑤　

茶
色
で
す

⑥　

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
の
夫
は
〇
〇
16
世

⑧　

椅
子
な
し
。
〇
〇
〇
〇
〇

パ
ー
テ
ィ
ー

⑩　

す
ね
の
裏
側
の
け
い
れ
ん

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

Ｄ

F

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

E FDA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
持
た
ず
ス
タ
バ
で
ス
マ
ー
ト
に
本　

川
崎
区　

鈴
木
え
む
⒃

ワ
ク
チ
ン
は
欲
し
い
け
れ
ど
も
怖
い
気
も　
　
　
　
　

川
崎
区　

山
口
良
春
82

も
う
や
め
た
決
め
た
ら
先
が
見
え
る
の
に　
　
　
　
　

川
崎
区　

牧
岡
英
夫
68

祝
卒
寿
母
の
綿
入
れ
宝
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
摩
区　

菅
野
節
子
90

ス
マ
ホ
と
か
な
く
て
も
平
気
で
生
き
て
い
る　
　
　
　

多
摩
区　

中
村
美
栄
子
78

さ
く
ら
散
り
す
ぐ
緑
さ
え
か
す
み
ぼ
け　
　
　
　
　
　

幸　

区　

横
道
美
賀
子
75

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
週
に
一
度
の
嫁
孝
行　
　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

中
村
洋
子
63

コ
ロ
ナ
禍
に
資
産
積
み
増
す
ビ
リ
オ
ネ
ア　
　
　
　
　

宮
前
区　

横
澤
史
子
84

笑
お
う
よ
コ
ロ
ナ
自
粛
の
今
だ
か
ら　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

草
野
み
つ
子

シ
ミ
や
し
わ
齢よ

わ
い

も
隠
す
マ
ス
ク
顔　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

乾
巻
江
(101)

鈴
木
さ
ん
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」と「
ス

マ
ー
ト
に
本
」。
た
ま
に
は
ダ
ジ
ャ
レ

も
い
い
で
す
ね
。

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

医
療
生
協
新
聞
へ
の
感
想

や
近
況
を
余
白
に
記
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
３
０
０
回
記
念
と

し
て
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
30
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お

贈
り
し
ま
す
（
連
続
10
回
当

選
し
な
か
っ
た
方
に
も
贈
呈

し
ま
す
）。

　

締
切
り
は
６
月
25
日
、
発

表
は
７
月
号
紙
面
に
掲
載
し

ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

２　

川
崎
医
療
生
協
本
部　

編
集
委
員
会

〈
お
詫
び
〉
２
９
６
回
パ
ズ

ル
の
解
答
枠
に
誤
り
が
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
、メ
ー

ル
、そ
の
他
で
の
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す

　

小
川
正
則

（
川
崎
区
）

　

梶
川
か
お
る
（
川
崎
区
）

　

比
嘉
美
恵
子
（
川
崎
区
）

　

山
根
靖
子

（
幸　

区
）

　

須
山
孝　

（
中
原
区
）

　

辻
真
喜
愛

（
高
津
区
）

　

梶
山
衣
江

（
高
津
区
）

　

佐
藤
實　

（
宮
前
区
）

　

長
原
絹
代

（
多
摩
区
）

　

岩
元
美
恵
子
（
多
摩
区
）

　

井
口
早
苗

（
麻
生
区
）

　

木
ノ
内
せ
つ
子（
麻
生
区
）

　

宗
形
ふ
じ
子
（
市　

外
）

《
敬
省
略
》

　

４
月
号
の
答
は
「
テ
レ
ビ

デ
ン
ワ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
４
２
人
（
正
解
は
２
３

７
人
）。

　

正
解
者
の
内
訳
は
川
崎
区

１
１
３
人
・
幸
区
20
人
・
中

原
区
16
人
・
高
津
区
20
人
・

宮
前
区
11
人
・
多
摩
区
28
人
・

麻
生
区
22
人
・
市
外
７
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

高
宮
郁
子

（
川
崎
区
）

　

村
田
み
ど
り
（
川
崎
区
）

　

山
本
か
ほ
る
（
川
崎
区
）

　

新
堀
久
美
子
（
川
崎
区
）

　

山
﨑
聡
一

（
川
崎
区
）

　

渡
辺
宏
明

（
川
崎
区
）

　

乾
巻
恵

（
川
崎
区
）

298回

答え「テレビデンワ」

第300回

祝
３
０
０
回
！

応 募 者 2246人

最多応募 111回

最多当選 20回

（2012年１月号から集計）



（８）２０２１年６月１日 第６５８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

私の戦争体験83

川崎医療生協
常勤・非常勤募集

～日中働きたい方、復職を考えている方一緒に働きませんか ！～
〇デイサービス・きょうまち（川崎区京町）
　看護師、准看護師：パート　時給1540円～1750円
　（木）（金）　９：00～17：00　どちらか１日でも可
〇おおしま訪問看護ステーション（川崎区大島）
〇なかはら訪問看護ステーション（中原区上平間）
〇たま訪問看護ステーション（高津区久地）
　 看護師：常勤（法人規程による）、非常勤：時給　1950円（週１回から可）

採用人数：若干名（新卒・既卒）
　※ 既卒者の方は「直接応募者支援金制度」があります。

勤務先： 川崎協同病院・介護老人保健施設樹の丘　他
川崎協同病院ホームページの採用案内をご覧ください。
リハ科のページもあります！
https://www.kawasaki-kyodo.jp/

連絡先

連絡先

〒210‒0834　川崎市川崎区大島３‒21‒15　
おおしま訪問看護ステーション　TEL：044‒211‒0200
mail：saiyou@kawaikyo.or.jp　訪問看護統括所長　小森 千絵

〒210-0804　神奈川県川崎市川崎区藤崎4-21-2 4F
川崎医療生活協同組合
TEL：044-277-2608
mail：saiyou@kawaikyo.or.jp
採用担当：人事部　成田 洋子

デイサービス看護師、訪問看護師

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

募 集

募 集

モバイルからはこちら⬇

から可

リクルート

伝
え
た
い
思
い

杜か
き
つ
ば
た

若
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

父
は
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
へ　

（下）

〈
前
回
の
話
〉

面
会
で
き
た
の
は
10
年
後

　

陸
軍
の
教
官
を
父
に
も
つ
杜

若
さ
ん
。
戦
中
は
学
生
で
風
船

爆
弾
の
紙
を
張
る
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
戦
後
父
は
戦
犯
と

し
て
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
収
容
さ

れ
、
何
年
も
会
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
父
と
面
会
で
き
た
の
は

10
年
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。
そ

の
時
の
父
は
怒
っ
て
い
て
、
あ

と
で
聞
く
と
上
海
で
捕
ま
っ
た

時
の
罪
状
が
「
足
も
踏
み
入
れ

て
い
な
い
土
地
で
の
婦
女
暴
行

で
の
終
身
刑
」
だ
っ
た
か
ら
怒

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
戦
犯

に
し
た
い
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な

こ
と
で
怒
る
こ
と
は
な
い
と
父

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
副
官

さ
ん
に
言
い
ま
し
た
。
父
は
上

海
か
ら
の
手
紙
で
も
「
道
端
で

子
ど
も
を
見
れ
ば
あ
な
た
た
ち

の
こ
と
を
思
い
出
す
」
と
、
書

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
父
が
子

ど
も
を
い
じ
め
た
り
す
る
は
ず

が
な
い
と
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

　
「
賄わ

い

賂ろ

を
渡
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
の
に
ケ
チ
だ
か
ら
戦
犯

に
な
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
が
、
あ
る
人
が
「
そ
ん
な

こ
と
は
絶
対
な
い
。
私
た
ち
が

捕
虜
に
な
り
、
捕
虜
全
員
が
靴

を
と
ら
れ
裸
足
に
な
っ
た
時

に
、
お
父
さ
ん
が
『
私
の
も
の

を
全
部
差
し
出
す
か
ら
靴
だ
け

は
返
し
て
ほ
し
い
』
と
言
っ
た

か
ら
全
員
の
靴
が
戻
っ
て
き
た

ん
だ
」
と
後
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

軍
人
の
子
ど
も
と
し
て

　

昭
和
27
年
に
父
が
巣
鴨
プ
リ

ズ
ン
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
背
広
や
ネ
ク
タ
イ
を
持

っ
て
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
時
は
中
国
で
の
戦
犯
し
か
釈

放
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他

の
国
で
の
戦
犯
の
人
た
ち
が
、

人
垣
を
つ
く
っ
て
「
自
分
た
ち

は
出
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
め

で
と
う
」
と
言
っ
て
、「
ホ
タ

ル
ノ
ヒ
カ
リ
」
を
流
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

父
は
88
歳
ま
で
生
き
て
、
晩

年
は
戦
史
を
一
日
中
書
い
て
い

ま
し
た
。
夜
中
に
生
き
て
い
る

か
確
認
し
よ
う
と
部
屋
を
の
ぞ

く
と
、
光
線
の
加
減
で
わ
か
る

ら
し
く
、「
ま
だ
生
き
て
ま
す

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

母
か
ら
は
、「
あ
な
た
た
ち

は
戦
犯
の
娘
だ
か
ら
嫁
の
貰
い

手
は
な
い
か
ら
、
一
生
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
勉
強
を
し
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
、
姉
と
と
も

に
地
元
の
女
子
専
門
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
姉
は
上
野
の
音

楽
学
校
に
行
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
な
か
わ
ず
、
一
週
間
泣
い

て
い
ま
し
た
。

　

母
は
「
戦
犯
家
族
の
会
」
の

代
表
を
し
て
い
ま
し
た
。
ず
っ

と
断
り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
だ
け
決
ま
っ
て
い
な
い
か

ら
と
東
京
の
本
部
の
方
に
言
わ

れ
、
仕
方
な
く
引
き
受
け
た
そ

う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
母

を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
お
気
の

毒
な
人
も
い
ま
し
た
。

　

私
の
疎
開
先
は
軍
人
の
子
ど

も
た
ち
が
大
勢
い
て
、
戦
後
は

軍
人
の
子
ど
も
だ
と
い
う
こ
と

で
、
い
じ
め
ら
れ
る
子
も
い
ま

し
た
。
私
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
友

人
が
か
ば
っ
て
く
れ
て
い
じ
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
妹
や

姉
は
辛
い
思
い
を
し
た
よ
う
で

す
。

　

言
わ
ず
語
ら
ず
の
家
訓
を
守

り
、
一
生
懸
命
生
き
て
き
た
つ

も
り
で
す
。
二
度
と
戦
争
が
お

き
な
い
平
和
な
世
の
中
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

フレイルは口
くち

から

人
生
の
約
１
割
は
要
介
護

　

フ
レ
イ
ル
と
は
虚
弱
と
い
う

意
味
の
言
葉
で
、
健
康
な
状
態

と
寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状

態
と
の
間
の
状
態
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
日
本
人
の
約
８
割
が

こ
の
フ
レ
イ
ル
を
経
過
し
て
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
男
女
と
も

平
均
約
10
年
、
人
生
の
約
１
割

近
く
が
要
介
護
状
態
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
の
が
口
の
フ
レ
イ
ル

（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）
で
す
。

口
は
「
食
べ
る
＝
栄
養
を
取
り

込
む
」
重
要
な
機
能
で
す
が
、

意
外
と
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
あ
ま
り
丁
寧
に
歯
み

が
き
を
し
な
く
な
っ
た
、
む
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
お
口

の
さ
さ
い
な
衰
え
か
ら
フ
レ
イ

ル
は
始
ま
り
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
を
予
防
、
改
善
す
る

こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防
、
寝
た

き
り
の
予
防
に
有
効
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

口
腔
機
能
低
下
は
歯
が

残
っ
て
い
て
も
始
ま
る

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
20
本
保
と
う
と
い
う
「
８
０

２
０
運
動
」
の
普
及
に
よ
り
現

在
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
歯
が

あ
る
方
は
５
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
歯
が
あ
っ
て
も

口
腔
機
能
が
低
下
す
る
と
、
口

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
生
協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

と
関
係
の
深
い
「
口
腔
機
能
低

下
症
」
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

口
腔
乾
燥
、
滑
舌
、
舌
の
筋

力
な
ど
７
つ
の
検
査
で
お
口
の

状
態
を
診
断
し
ま
す
。

　

当
院
の
検
査
で
機
能
低
下
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

具
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
、

改
善
の
た
め
に
一
度
口
腔
機
能

低
下
症
の
検
査
を
受
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生
協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

歯
科
医
師　

松
永
哲

口腔機能低下症検査がおすすめ

〈２個以上あてはまったら要注意
口腔機能チェック〉

１年前に比べてあてはまる項目はいくつありますか

①口のにおいが気になる
②口の渇きが気になる
③硬いものが食べにくい
④滑舌が悪くなった

⑤食べこぼしが増えた
⑥食べるのが遅くなった
⑦よくむせる

　２個以上当てはまったら口腔機能低下症の可能性
があります。生協歯科クリニックでの検査をおすす
めします。費用は１割負担の人で1000円ほどです。
詳細は、生協歯科クリニック（044-277-4618）まで。

川崎母親大会
６月20日（日）12時開場
サンピアンかわさき大ホール

（川崎区富士見２-５-２）

沖縄芸能研究会　沖縄舞踊

市内６団体

第62回川崎母親大会実行委員会　携帯090-8109-3829

コロナ禍でも幸せに生きたい！－がまんしないで声を
あげよう！
講師　太田伊早子弁護士

記念
講演

文化
行事

運動の
交流

主催

資料代
800円

保育
あります
（無料）

第62回

日時

場所


